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本発表においては、インタラクション仮説(Long, 1983, 1985, 1996)にもとづくクラスルームリサーチの理論的背景、そして進行中の研究の方法論及び問題点について扱う。インタラクション仮説によると、学習者とネイティブ・スピーカー間、学習者間の会話（インタラクション）は第二言語習得に役立つ。学習者はインタラクションを通して、意味交渉を行い、インプットの理解やアウトプットを強要される。そのとき、意味と表現方法の両方に同時に注意が引かれ、学習者の脳内で意味(meaning)と形態(form)の結びつきが構築され、強化されると考えられる。インタラクション仮説やその先行研究の流れを踏まえ、本研究では、学習者の言語発達の内容に焦点をあてる。最近では、認知科学の観点から、言語習得や言語運用における定式表現（formulaic/ prefabricated language）の重要性に対する関心が高まっている。よって、本研究においては、インタラクションによる英語学習における、定式表現の役割について検証を行う。すなわち、インタラクションによる学習において、1)学習者は定式表現のレパートリーを増やすことがきるか、２）インタラクションのどのような要素が定式表現の習得に寄与しているのか、３）定式表現が文法法則の習得に役に立っているのか、４）定式表現使用における個人差は習得とどのような関連を示すか、の４つの問題を分析する予定である。今後は、方法論の明確化が必要である。
